
発生源などの現状及び現在の対策

農林水産省
令和5年4月

資料３



2  3  3  5 
7 

12 

21 

32 

43 

64 

73 
68 

46 

19 

11 
9  7  5  4 

8 

0

20

40

60

80

~5 ~10 ~15 ~20 ~25 ~30 ~35 ~40 ~45 ~50 ~55 ~60 ~65 ~70 ~75 ~80 ~85 ~90 ~95 96~

我が国のスギ人工林は全国で約44０万haであり、伐採対象となる50年生を超えているも

のが50％以上となっている状況。

スギ人工林の現状

資料：林野庁「森林資源の現況」（平成29年3⽉31⽇現在）

（万ha）

（年⽣）

スギ⼈⼯林の林齢（林分の年齢）別の⾯積

スギ⼈⼯林約440万haのうち、
伐採対象となる50年⽣超の
森林は約240万ha
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花粉の少ない苗⽊等による植替や
広葉樹の導⼊を進めます。

スギ花粉の発⽣を抑える技術の実
⽤化を図ります。

花粉の少ない苗⽊の⽣産増⼤に取り組み、
スギの伐採跡地への植栽を促進
します。また、条件不利地においては、
伐採後の広葉樹の導⼊等を進めます。

スギ花粉の⾶散防⽌剤の開発・普及等、スギ花粉の発⽣を抑え
⾶散させない技術の実⽤化を図ります。

花粉の少ない苗⽊等の⽣産体制を増強

花粉⾶散防⽌剤により枯死した雄花

植え替えます

出させません

花粉発生源となるスギの人工林について、「伐って、使って、植えて、育てる」といった森林資源
の循環利用を推進し、花粉の少ない多様で健全な森林へ転換していきます。

農林水産省の花粉発生源対策

花粉を⾶散させる
スギ⼈⼯林等を伐採・利⽤します。

住宅に加えて、公共施設や商業施設の⽊造化等にスギ材を利⽤す
ることにより、花粉を⾶散させるスギ⼈⼯林の伐採を進めます。

花粉発⽣源
である⽴⽊
の伐倒・搬
出

伐採された⽊材
の利⽤拡⼤

伐って利⽤します
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⾶散防⽌剤は実⽤化前で開発中。
効果的・低コストな空中散布技術の確
⽴や森林⽣態系への影響評価等が必要。
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花粉発生源対策の現状

伐って利⽤します 植え替えます 出させません

⾶散防⽌剤により枯死したスギの雄花

スギの雄花を選択的に枯死させる
⾶散防⽌剤の開発を⽀援。

国産材の供給量は、森林資源の充実
や合板原料としてのスギ等の利⽤の
増加などを背景に、H15年以降、増
加傾向。

H24 R3
2,032万㎥ → 3,372万㎥
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41.1%

資料：林野庁「⽊材需給表」

少花粉スギや無花粉スギなどの花
粉の少ないスギ苗⽊の⽣産は、

H23 R2
142万本 → 1,393万本

10年間で約10倍に増加。
スギ苗⽊の年間⽣産量の約５割。
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花粉の少ないスギ苗⽊の⽣産量等の推移
スギ苗⽊の⽣産量（Ａ）

花粉の少ないスギ苗⽊の⽣産量（Ｂ）

花粉の少ない苗⽊のシェア（Ｂ）／（Ａ）

資料：林野庁業務資料
注：H29年度までは花粉症対策苗⽊、H30年度からは花粉症対策

に資する苗⽊を集計

（万本）
（％）

（年度）

51.2%

142

1,393

課題

花粉の少ないスギ苗⽊の⽣産量は5割に
達したが、これらの苗⽊により植え替
えたスギ林の累計は全体の１％未満。
更なる⽣産量の拡⼤が必要。

利⽤期を迎えたスギ⼈⼯林は5割を超
える中で伐採・利⽤は不⼗分。
伐採等にかかる労働⼒の確保やスギの
需要創出が必要。




